
  0  … 
4


 … 

2


 

)(Y    ＋ 0 －  

)(Y       

 

1974 年東大理□5  

(1) 

OC が x軸の正の方向となす角が になったとき、 

C の座標は )sin3,cos3(  である。 

M が B の周上を回転した角度は 2 であるから、 

M の x軸の正の方向に対する回転角は  32   

)3sin,3(cos CM であり、 CMOCOM  であるから 

  3sinsin3,3coscos3  YX  ……(答) 

 

(2) 

 3sinsin3)( Y とすると 

 


























2

1
cos

2

1
coscos12

)1cos2(cos62coscos63cos3cos3)( 2



Y

 

)(Y の増減は右の通りで、
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
  のとき極大。求める最大値は 
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求める長さは 
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